
 

 

 

 

 

 

 

 

   
『お江戸ごはんの献立帖』 

福田浩/ホビージャパン/596.2 ﾌｸ  

日本のスローフード“江戸ごはん”を暮らしに取り入れてみませんか。もうりょう飯、ぐつ煮とうふ、

寄卵、なんきん粥など、当時の料理本の人気レシピを再現して収録。江戸の調味料を使った現代の料

理も紹介します。 

カラダにやさしい食材を使って美味しく美味しく、召し上がれ♡ 

『書物と貨幣の五千年史』 

永田希/集英社/007.1 ﾅｶ  

 

情報化社会の到来で、人々の行動はデバイス

上で完結し「見えないもの」になっている。

現代から古代メソポタミアまで書物と貨幣の

歴史を遡り、現代思想や文学を読み解くこと

で、不可視化されたものに向き合うためのす

べを探る。 

『聖書を読んだら哲学がわかった』 

MARO/日本実業出版社/130 ﾏﾛ  

 

西洋哲学が「よくわからない」という日本人

が多いのは、聖書に書かれているキリスト教

の世界観を理解していないから。「プラトン」

「アリストテレス」「聖書」を軸に、西洋哲学

をわかりやすく解説する。 

『図説日英関係史』 

横浜開港資料館 /原書房/210.5 ﾖｺ  

 

鎖国下の日本とイギリスのつながりを示す

300 点の地図、手紙、古写真など貴重な図版

から、開国に至るまでの両国の歩みを読み解

く。2021 年 4 月～11 月開催の横浜開港資料館

開館 40 周年記念企画展のカタログ。 

『日本のエリート家系』 

菊地浩之/パブリック・ブレイン/288.2 ｷｸ  

 

近現代日本のエリート家系は果てしなく繫が

っている。政治家、財閥、同族企業のオーナ

ー、旧大名・公家、天皇家・皇族、出雲大社

のトップ、歌舞伎役者、東京大学教授など、

名門家系の系図を集めて繫げる試み。 

『美智子さまの 63 年』 

別冊宝島編集部/宝島社/288.4 ﾀｶ  

 

式典や行事での華やかな洋装、厳かな場にふ

さわしい凛とした和装…。2021 年に米寿を迎

えられる上皇后・美智子さまの装いの軌跡を

辿る。上皇后として迎えた新年、御所での過

ごされ方等、貴重なエピソードも紹介。 

『こども六法の使い方』 

山崎聡一郎/弘文堂/320.7 ﾔﾏ  

 

「なぜ法律を守らなければいけないのか」と

いう子どもの問いかけに、どう答えればいい

か。そのために「こども六法」をどう活用す

ればいいか。法教育の目的や重要ポイント、

法教育の基本となる大切な考えをやさしく紹

介する。 

 『最後の決闘裁判』 

エリック・ジェイガー/早川書房/322.3 ｼｴ  

 

1386 年フランス。国王が観戦するなか、壮絶

な決闘裁判がおこなわれた。闘いに敗れ名誉

も命も奪われた男は本当に有罪だったのか? 

真相に迫る歴史ノンフィクション。2021 年 10

月公開映画の原作。 

『子ども介護者』 

濱島淑惠/KADOKAWA/369 ﾊﾏ  

 

祖父母や病気の親など、家族の介護を担う子

どもたちに対し、国はようやく支援に動き出

した。ヤングケアラー研究の第一人者が過酷

な実態を明らかにし、当事者に寄り添った支

援のあり方を探る。高校生自身への調査結果

も公開。 

『文系のためのめっちゃやさしい天気』 

渡部雅浩/ニュートンプレス/451 ﾜﾀ  

 

雨や雪が降るしくみから、気圧と風、世界の

気象と気候、気象災害と異常気象、天気予報

のしくみまで、気象の基礎知識を大学の先生

と文系サラリーマンの対話形式でやさしく解

説する。偉人のエピソードも紹介。 

『海をわたった母子手帳』 

中村安秀/旬報社/498.7 ﾅｶ  

 

日本で誕生した母子手帳は、今や世界の 50

カ国以上が使用している。世界中の母と子の

命を守る母子手帳は、どう生まれ、どう広ま

っていったのか。小さな手帳が生んだ、大き

な奇跡の物語。 

『これってホントにエコなの?』 

ｼﾞｮｰｼﾞｰﾅ･ｳｨﾙｿﾝ=ﾊﾟｳｴﾙ/東京書籍/519 ｳｲ  

 

ヨーグルトの容器は、リサイクルに出す前に

洗うべき? いちばんグリーンな移動手段と

は? 日常生活で遭遇するエコな暮らしに関す

る疑問について、事実に基づき回答し、環境

に優しく、シンプルな解決策を示す。 

『京都近現代建築ものがたり』 

倉方俊輔/平凡社/523.1 ｸﾗ  

 

古都京都は実は、近現代建築の宝庫。京

都文化博物館別館、東華菜館本店、京都

駅ビルなど、京都を代表する 13 の建築に

焦点を当て、その見どころや建築家のエ

ピソードを紐解く。『愛知の建築』連載を

加筆し書籍化。 

『ノラ・ゴーンのケーブル編みソースブック』 

ノラ・ゴーン/小学館/594.3 ｺﾝ  

 

ケーブルマスターの異名をもつニットデザ

イナー、ノラ・ゴーンによるケーブル編み

の模様集。150 種以上のパターンを収録し、

チャート(編み図)と文章で詳しく解説す

る。パターンを使用したアレンジ作品のレ

シピも掲載。 

『フードコーディネーターの仕事』 

久保木薫/中央経済社/673.9 ｸﾎ  

 

料理研究家、フードスタイリスト、店舗経営

者、料理教室講師など、さまざまな分野の第

一線で活躍中のフードコーディネーターの体

験談を紹介。さらに、どんな人が向いている

のか、どんな勉強が必要かなどを簡潔にまと

める。 

『365 日日本一周鉄道の旅』 

蜂谷あす美/いろは出版/686.2 ﾊﾁ  

 

2 月 12 日は五能線、3 月 23 日は根室本線、5

月 3 日は小湊鐵道、8 月 5 日は下灘駅、11 月

10 日は大村線…。旅する人たちを惹きつけて

やまない全国の列車の絶景を、解説とともに

365 日分収録する。 

『美しい風景写真のマイルール』 

大和田良/インプレス/743.5 ｵｵ  

 

美しい風景写真を撮影するために、7 人の写

真家たちが日々実践しているマイルールを、

「準備」「機材」「撮影」「レタッチ」「生き方」

など、7 つのカテゴリーに分けて紹介する。 

『世界でいちばん美しい皿の図鑑』 

シャックス・リーグラー/原書房/751.3 ﾘｸ  

 

すべての食器好きに贈る図鑑。マイセンなど

有名窯の皿から、ピカソらアーティストが描

いた皿、万国博覧会や大統領就任記念の皿、

子ども用の皿まで、813 枚の皿を図柄ごとに

分類して美しいヴィジュアルとともに解説す

る。 

『日本語をもっとつかまえろ!』 

飯間浩明毎日新聞出版/810.4 ｲｲ  

 

「少々」と「ひとつまみ」は同じ? 「さくら」

「かしわ」「ぼたん」って何の肉? 辞典の編さ

ん者が、身近にあって気になることばの面白

さを綴る。「日本語をつかまえろ!」の第 2 弾。

『毎日小学生新聞』連載を書籍化。 

『どうぶつ英語フレーズ大集合!』 

河本望/偕成社/834.4 ｶﾜ  

 

White Elephant(白いぞう)、Swan Song(白

鳥の歌)…。動物が出て来る英語のことわ

ざ・熟語・慣用句をイラストとともに紹

介する。『毎日中学生新聞』連載を加筆修

正し書籍化。 

『万葉の鳥』 

山下景子/誠文堂新光社 /911.12 ﾔﾏ  

 

万葉集で詠まれた野鳥について、品種ご

とに和歌の愉しみ方を読み解く。その周

辺の和歌についても紹介。またそれぞれ

の項の末尾には、「鳥しるべ」として、現

在のバードウォッチングにも活用できる

様々な情報も収録する。 

『ブルース Red』 

桜木紫乃/文藝春秋/F ｻｸ  

 

釧路の街を牛耳る影山莉菜は、父の血をひく

青年を後継者として育て、官僚から代議士へ

の道を歩ませようとしていた。重い十字架を

背負った女が、幾度もの裏切りの果てに辿り

着いた終焉の地とは。『オール讀物』掲載を単

行本化。 

『ガラスの海を渡る舟』 

寺地はるな/PHP 研究所/F ﾃﾗ  

 

「みんな」と同じ事ができない兄と、何

もかも平均的な妹。2 人は祖父の遺言を

きっかけに、ともにガラス工房を引き継

ぐことになり…。大阪・空堀商店街にあ

るガラス工房で兄妹が過ごした愛おしい

10 年間を描く。 

『ダブル・ダブルスター』 

穂高明/双葉社/F ﾎﾀ  

 

理不尽な理由で別居を言い渡された真知

子。一人息子の怜と離れ離れの生活が始ま

った。そんな母と子が国立天文台で束の間

の親子の時間を過ごす。そこで目にした天

体が 2 人の胸にもたらしたのは。『小説推

理』連載を加筆修正。 
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■塗りつぶしの日は休館です。
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